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捕鯨を通じて の アメ リカの東アジア ・ 太平洋関係の 展開

一 19 世紀半 ばの 米布関係 を 中心 に 一

都築博子

は じめ に

　 19 世 紀の ア メ リカは、経済的 に も領土 的 に も

大西洋か ら太 平洋 へ と拡張 しつ づ けて い たの で あ

る が 、捕鯨船 の 活 動 も 、ア メ リカか らアジ ア 太平

洋 と展 開 して い く ひ と つ の 現象だ っ た 。当 時、商

業捕鯨 は最盛期を迎え て い た の で 、ア メ リカ捕鯨

船 の 活動 は、鯨製品 の 需要が高 まる に つ れ て 、地

理 的、経済的 に広 範 囲 に及 ぶ よ う に な る 1
。 1819

年 に 「ジ ャ パ ン
・グラ ウン ド」

2 と呼 ばれ た 日本か

ら東南の 太平洋地域 に マ ッ コ ウ ク ジ ラ の 大群 が発

見 され る と、こ れ まで の 大西洋か ら太平洋が 主 な

漁場 とな っ た。

　 捕鯨船 が寄港す る島や 都市は 、海難事故 に あ っ

た船員達 の 救 い の 場 所 で あ り、船 上 で 苛酷な 仕 事

をす る船員達 の 体 を癒す楽園で あっ た 。そ の た め

座 礁や 難破 して途方 に くれ る 船員や 、歓楽や 賭博

などの 生活 に入 り浸 り、堕落 して い く船員 も多数

存在 した 。 また 反対 に、現 地 の 人 か ら不 当な扱 い

を受 けた り、他国の 捕鯨船員等 と問題 を起 した り

す る こ と もあっ た。こ うした捕鯨船 船 員な どの ア

メ リカ 国外 にお ける海 員の 救済 、紛争の 解 決や ア

メ リカ の 商業利益の 追 求 （市場 開拓 ）の た め に 「領

事」 が 派遣 され た の で あ っ た 3。

　 太平 洋に位 置す る ハ ワ イ諸 島は 、1820 年頃か

らか ら 1860 年 ま で 太 平洋の 最 大の 捕鯨基地 と し

て 栄え た。ジ ャ パ ン ・グラウ ン ド発見 の 影響で 日

　 ハ ワ イ に 滞在 す る ア メ リカ 人 が 増 加 し つ づ け

る と、そ の 保護の ために 、1826 年に ア メ リカ とハ

ワイ 王 国 と の 間で 、　 「取 り決め 」 がな された。 こ

れ は 、ハ ワ イ 王 国が 外国 と の 間で結 んだ最初の 公

式文書で ある。ま た 1849 年に は 、ア メ リカ は ハ

ワイ と友好通商航海条約 を結ん で い る。 この よ う

に して ア メ リカ は 、捕鯨船 の 活 動を通 じて ハ ワイ

王国 との 外 交的 結 び付き を強め て い っ た 。

　本稿で は、捕 鯨船の 東 ア ジ ア ・太 平洋 へ の 展 開

とそ れ に 伴 うア メ リカ領 事 の 動 向 を踏 まえ つ つ 、

当時 、東 ア ジ ア ・太平洋 最大 の 捕鯨基地で あ っ た

ハ ワイ王 国 の 捕鯨最盛期 を分析す る 5。こ の 観点 か

ら次 の こ と が 分か る 。 1 ） ア メ リカ の 捕鯨 産業 の

展開 して い くに つ れ て ア メ リカ の 領事館 もヨ ー
ロ

ッ パ 、西 イ ン ド諸島な ど の 大 西洋 に面 した 場所 か

ら東 ア ジ ア
・太平洋地 域 に設置 され る よ う にな っ

た。 2 ） ハ ワ イ諸島に外国船が頻繁 に寄港 し、ハ

ワ イが 太 平洋 の 重要 な 国 際捕鯨基地 とな っ て い た 。

3 ） ア メ リカ 捕鯨が太平洋 へ 展 開 し て い く中で 、

ア メ リカは、ハ ワイ王国 に領事 と同様な 権限 を持

つ 「代理 人 」
6 を派遣 し、ま た 、条約 を交 わ して 、

両 国 の 関 係 を密接 に して い っ た 。 以 上 の 3 点 で あ

る 。

Rotch　fieet　among 　school 　of 　sperm 　whales

ワ イ 諸 島 が捕 鯨船 の 寄港地 と して 好 まれた の だ っ 雛 嬲 瀛

た 4。

　 捕 鯨 産 業 が 最盛 期 を 迎 え る に つ れ て 、ハ ワ イ に

寄港す る 捕鯨船 も増 え続 けた 。特 に ア メ リ カ の 捕

鯨船数 は 他 国 の 船 数 よ り も多か っ た 。そ の ため早

く も 1820 年 に ア メ リカ は 、ハ ワ イ に 「領 事 」 と

同 じよ うな権 限 を も っ た 「代理 人 」 を派遣 した。 1833 年 に 描 か れ た ハ ワ イ諸島近海の 捕鯨 の 様 子
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1 ア メ リカの 東ア ジ ア ・ 太平洋 へ の 展開
（グラフ 1）太平洋と大 西洋 へ の アメ リカ船船数

比較 （出港数）

1　アメ リカ捕鯨船の 東ア ジ ア ・太 平洋 へ の 進 出　
ntt

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 踟

　 ヨ
ー

ロ ッ パ に お け るナ ポ レ オ ン 戦争が 終結す

る と ア メ リカ は 自国の 経済発展 に専念 で きる よ う
mo

にな り、 「マ ニ フ ェ ス ト
・デス テ ィ ニ イ 」

7が 叫ば Ut

れ るよ うな 時代 に な っ て い た 。 国 内的 に も対外 的
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1se

に も拡張機運 が高 ま っ た 。その た め ア メ リカの 対
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100

外 関係 に関わ る 費用 も年 々 増加 して い る 8。

　 ア メ リカの 捕鯨産業の 発展 も例外で な く、米英　 se

戦争後数年の 間に ア メ リカ 捕鯨船 が 頻繁 に 肚界 中

を航行す るよ うにな っ て い た 9。 19 世紀の 捕鯨 に

関す る地 図を み る と よ く わ か る 。 1887 年ハ ワ ー

ド
・
ク ラ

ー
ク に よ っ て 作成 され た 世界地 図 は 、鯨

の 種類別 に よ る 19 世紀 の 捕鯨漁場 を表 し て い る 。

こ れ には 、当 時の 捕鯨場 と そ れ 以 前の 旧捕鯨場 で

あ っ た場所が 網羅 され て い る le。また、　 （図 1 ）

の ブ ッ シ ュ の 地 図 は 、具 体的な捕鯨 の 場所が 描か

れ て い る 11。

（図 1 ）世界の 捕鯨場
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森 田 義昭 『鯨 と捕鯨 の 文化史』

（名古屋 大学 出版会　 1994 年）94 頁
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Nin θteθnth 　 Century
， （Kentucky ： The 　 Univ ．　 of

Kentucky，1994 ＞

　 こ れ ら の 地 図 か ら捕鯨 船の 活動地域がほ ぼ全海

域 に 及ん で い た こ と を物 語 っ て い る。漁場は 世界

の 海 に 広 が っ て い た 。

（グ ラ フ 1） は 、捕 鯨船の 総 出港数、お よ び太平

洋 と 大 西 洋 へ の 出港数で あ る 。

140 「
騎

　そ の 中 の 太平 洋 と大西 洋の 船 数（出港数）を 比較

す る と、1839 年 を境 と して 大西洋 にむ か う船 よ り

も太平洋 にむ か う船 の 出港数が大幅 に増え て い る。

1830 年代 まで の 捕鯨船 は 、大西洋 に向 けて 出港す

る こ とが多か っ た 。 しか し、1839 年にな る と太平

洋 へ の 出港数は 130 隻、大西 洋へ は 85 隻 とな り、

初 め て 太平洋 へ 向か う船数が 大西洋 へ 向か う船数

を上 回 っ た。こ の グラ フか ら 1830 年頃か ら捕鯨

船 数 も増大 して い る こ とが分か る 。

　 こ の よ う に捕鯨船数 が増 加 し、大西 洋 か ら太平

洋 へ と捕鯨場所が 替わ っ て い っ た の は 、大西 洋に

お け る鯨 の 数が 減少 した こ と も
一

理 あ る。しか し、

最 大の 要因 は、1819 年 に ジ ャ パ ン ・グラ ウ ン ド海

域 内 で マ ッ コ ウ クジ ラ の 大群が 発見 され た こ とに

起 因す る。ジ ャ パ ン ・グ ラ ウン ドとは 日本近 海 の

太 平 洋 で は な く、さ ら にそ の先の 太平洋 を意味す

る も の で 、ハ ワイ 諸島ま で の 広 い 範囲を示す 。こ

の 発 見後、こ の 海域で クジ ラ を捕獲す る船 が 年 々

増加 し 、 捕鯨船が 太平洋へ むか う ジ ャ パ ン ・グラ

ウ ン ドブー
ムが お こ っ た。 こ の こ とは 、捕鯨業が

太 平 洋 時代 を 迎 え た こ と で もあ っ た。

2　 東 ア ジ ア ・太平洋 に お け る領 事館 の 設 置

　 ジ ャ パ ン
・グラ ウ ン ドだけ でな く 、ハ ワ イ か ら

北の 海域で 新 し い 捕鯨場 が次 々 と 発見 さ れ た 。例

え ば、オ ホ
ーツ ク海や 、ベ

ー
リ ン グ海 峡 、北 極近

く で あ る 。 こ れ ら の 発見に よ り太平洋の 各地 が 捕

鯨漁場 とな っ た （図 1 参 照）。前 述 の よ うに 1820

年 以 降 に 徐 々 に 太 平洋 へ 向か う船 が 多 くな り、
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1840 年 に な る と 大西 洋 を 漁場 にす る船よ り も太

平洋 を漁場 にす る船が多 くな っ た。こ う した捕鯨

船 は薪水補給地 と して 東 ア ジア
・太平洋の 島々 に

寄港 し た の で あ っ た 。

　 航海 に は多 くの 危険が 待 ち受 けて い た 。 例 え ば 、

台風 や しけ、不 十分な 海 図 に よ る事 故、座 礁、海

賊 、船 内で の 暴 動 、病気な ど で ある 。また 寄港地

に お い て も、捕鯨員が トラ ブル に巻 き込 まれ る こ

とや、 トラブル を起す こ ともあ っ た
12

。 また 困窮

した船 員が 寄 港地 の 人か ら人 道 的 で な い 扱 い を受

け る こ と もあ っ た 。 こ う した 捕鯨船 員達 の救助や

船 員 の 生命 ・財産の 保護や 商業利益の 追求 （市場

開拓 ）の た め に 束 ア ジ ア ・太平洋に ア メ リカ領事

館が 設置され て い っ た
13
。

　 （図 2＞は 1854 年 まで に ア ジ ア ・太平洋 に設 置

され た領事館 と開設 年で あ る 14。

　　（図 3 ）16と比 較す る と
一一

目瞭然で あ る が 、19

世紀 の ア メ リカは、ア メ リカの 捕鯨産業の 発展 に

と もな い 、大西 洋か ら太平洋 へ と展 開 して い た の

で あ っ た 17。

（図 3 ）1790 年か ら 1799 年 ま で の ア メ リカ領事

館の 設置場所

　（図 2 ） 1800 年か ら 1860 年 ま で の 東 ア ジ ア ・

太平洋 にお ける ア メ リカ 領事館

Charles　 Stuart 　 Kennedy
，　 7he 　 Amen

’
can

αonsu ／：
・4　Histoty　of 亡ゐθ　United　 States

Consular　 Service，1776 ・191 　4，　 （Westport ：

Greenwood 　Press
，
1990）P104 よ り作成

　 年代順 に 記述す る と、バ タヴィ ア （旧 ジ ャ カル

タ） （1801 年）、オ ラ ン ダ領 東イ ン ド （1801 年）、

マ ニ ラ （1801 年）、ホ ノ ル ル （1820 年）、タ ヒチ

（1835 年）、　 ベ イ
・
オ ブ ・

アイ ラ ン ド （ア イ ラ ン

ズ 湾 ） （ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ド） （1838 年〉、ホバ
ー

ト（1842 年）、ア ピ ア （サ モ ア） （1844 年）， ラウ

ル ハ ラ （フ ィ ジ
ー諸 島） （1844 年）、 香港 （1845

年）、上海 （1846 年）、厦門 （1849 年） 、ラハ

イ ナ （ハ ワ イ 諸 島 ） （1850 年）、　 ヒ ロ （ハ ワ イ 諸

島）　 （1852 年） 、メ ル ボ ル ン（1852 年）、グ ア ム

（1854 年 ）、
．
ト田 （1856 年 ） で あ る 15。
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Charles 　　Stuart　 Kennedy ，　 Th θ　 ．4meriean

Consu／： A 　History　 o／ the　United　 States

α 冫nsular 　 Serw
’
ce ，1776

−1914 ，　 （Westport ：

Greenwood 　Press
，
　1990）P20 よ り作 成

E　 ハ ワ イ諸島の 発見 と ア メ リカ 捕鯨船の

　　到来

1ク ッ ク の ハ ワ イ諸島発見 と外国船の 到来

　 ア メ リカが 大西 洋 か ら太平 洋 に 展 開 して い く中

で ，太平洋の 重 要な拠 点にな っ た の が 、ハ ワ イ諸 島

で あ っ た。ハ ワ イ 諸島 は 、北 緯 18
°

55
’

か ら、西

経 154
°
48

’
か ら 17S

°
25

’
間の 北太平洋 の 中心

に位 置 し、東部の 8 つ の 島と 124 島か らな る 。面

積 は ．16
，
621 ．6 平方 キ ロ メ

ー
トル で あ る 18。

　ハ ワ イ諸 島に 最初 に 定 住 した の は 、 5 世紀 頃 に

一隻 の カヌ
ーに 乗 る ぐらい の 小 グル

ープ でや っ て

き た ポ リネ シ ア 人 （Polynesians ）で あ っ た 。そ

の 後 、1100 年か ら 1250 年頃 にな る と、新 し い 定

住 者 が 、マ ル ケ サ ス 諸 島 （the 　Marquesas ）、タ ヒ

チ （Tahiti）、サ モ ア （Samoa ）か ら や っ て き た 。

1250 年頃か ら 1778 年の 間は、新 し い 移住 者 もな

く ハ ワ イ諸島 は 、太 平洋 の 中で 孤 立 して い た 19。

そ し て 有力首長が 各地で 部族集 団 を統率す る よ う

に な っ た 20。

　 1778 年 に、イ ギ リス の 冒険家 ジ ェ
ー

ム ズ ・ク ッ

ク 船 長 m が ，偶然 に ア メ リ カ大 陸 に 向 か う 途 中で
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オア フ 島 を発見 し、そ の 2 日後 に カ ウアイ 島に 上

陸 した 22
。 こ の 発 見 によ り、欧米諸国が ハ ワ イ 諸

島を知 る こ とに な っ た 23 。

　 1778 年か ら 1794 年まで には 、イ ギ リ ス 人 、ア

メ リカ人 、ス ペ イ ン 人が来航 し、特 にイギ リス 人

が 多か っ た 24。外 国船が 頻繁に来航す る 中、1795

年 、カ メ ハ メ ハ 大王 （1 世）が イギ リス の 援助 を

得て 、ハ ワ イ 諸島の 大部分を統
一

し、ハ ワ イ 王 国

が誕生 した25．

　徐々 に ハ ワイ 諸島 は、欧米諸国 に と っ て 太平洋

の 重 要な 基地 とな っ て い っ た。欧米 諸国が ハ ワイ

に接触 し始 めた 当初 の 目 的は、通商の た めで あ っ

た 。ハ ワ イ の 交 易品白檀 26 を取 引す る こ とで あ っ

た 27。また 、北 ア メ リカ 太平洋岸の ラ ッ コ の 皮 を

中国 市場 へ 運搬す る た め で も あ っ た 。イギ リ ス 、

ア メ リカ 、ロ シ ア の 商船が ハ ワ イを 補給地 に した 。

更 に 当時、イ ギ リス 、フ ラ ンス、ス ペ イ ン は植 民

地獲得 に 向けて 太平洋 に進 出 して きた 28
。 ハ ワ イ

は、そ う した 領上拡 大を 目指す ヨ
ー

ロ ッ パ の船 の

補給地 に もな っ て い た。

　ハ ワイ はこ の よ うに 多 くの 捕鯨船が寄港 して い

る が 、中で も ア メ リカ の 捕鯨船が一・．番 多 く来航 し

て い た 。 次 に多い の は 、イギ リス 、フ ラ ン ス 、ブ

レ
ー

メ ン 31 の 順 で あ る （表 2 参 照） 。

（表 2 ） 1824年か ら 1843 年まで の 捕鯨船 の

　　　 ホ ノ ル ル 寄港数
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18A0 　　1日41
引 　　　5ヨ

4　　　目　　　　 7

　 　　…7

2　 増加する ア メ リカ捕 鯨船

　ジ ャ パ ン ・グ ラ ウ ン ドが発見 され る と捕鯨船 の

基地 と し て も 重要な役 割 を果すよ うに な っ た 。当

時 ど の 国か ら も植 民地化 されて い ない 開港 して い

る ハ ワ イ王 国 は 、捕鯨船 の 寄 港 地 と して好 まれた

の で あ っ た 。

　以 下 の （表 1 ） は 、1844 年か ら 1858 年ま で に

ハ ワ イ諸島に 寄港 した捕鯨船数で あ る。年 に よ っ

て は 500 隻を 越え る 捕鯨船が ハ ワ イ諸島 に寄 港 し

た の で あ っ た 29。

（表 1 ） 1844 年か ら 1858 年 の 捕鯨船数

　 また ．以 下の （表 3 ＞の 統計 は、ハ ワ イ捕鯨産

業 の 最 盛期 中の 1844 年 1月 1 日か ら 10 月 10 日

ま で の ハ ワイ に お ける 捕鯨船数 と船員数を示 して

い る 。 こ の 統計 も ハ ワイ で ア メ リカが 他国よ り も

圧倒 的な 数を誇 っ て い る こ と を 示 し て い る 32。ニ

ュ
ーブ ラ ンズウイ ッ クな どは ア メ リカ 人 に よ っ て

指揮 され る場合が 多か っ た か ら ア メ リカが ハ ワ イ

の 捕鯨 産業に お い て 指導権 を握 っ て い た と言えよ

う。

　　（表 3 ）主要各国 の船数 と船員 数

国 名 船数 （隻） 船 員数（人）

ア メリカ 410 13，200

フランス 26 780

ブ レーメン 19 570

イギリス 5 150

ニ ュ
ーブラン ズウイッ ク 4 120

デンマーク 2 60
ノル ウェ

ー 1 25

、
1844165 　 ホノル ルの み

↑8455go ホノル ル 、ラ ハ イナ 、ヒロ のみ

1B45596 　 ホ ノル ル ．ラ ハ イナ の み

1847167 　 ホ ノル ル の み

184814B 　 ホ ノル ル の み

1849262 　 ホノル ル 、ラハ イナの み

1850237 　 ホノル ル 、ラ ハ イナの み

1851135 が　つ もしくは モれ 以 上 の 港に
一

回もしくは それ 以上寄　して い よ うと な か ろ うと実際の融

1852519

1853535

1854525
1B55468

1856366

1957387
1B58526

Golda 　Pauhne 　Moore ，　Ha 　waii 　during 　the

賜 8 加 8 伽 」 820 −1860 （Honolulu ： M ．A ．

Thesis，　 the 　University　of　Hawati，1934）　p28
よ り作成。

皿　ハ ワ イ捕鯨貿易 とア メ リカ との 外 交 関

　　係 の 展 開

1　 ハ ワ イ 捕鯨 貿 易 と ア メ リカ

　 Tft「E 　 POZ   黝 V30，　 Saturday　January

29 ，1859 よ り作 成

　ハ ワイ 諸島 にお ける
一

番 の 交易 品 白 檀が 、底 を

尽き る と、鯨産 品
／t3
が 交易品 とな っ た

：1’t。また 、太

平洋 に 鯨 を求 め て 欧米 の 捕鯨船が 増 え て い た理 由

N 工工
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の
一

つ は 、欧米で 産業革命が お こ り、機械化が 進

ん だた めで あ っ た e 当時文明 の 資源 （鯨か ら作 ら

れ た製 品） は 、様 々 な 分野で 人 々 の 暮 ら しを豊か

に した 。例 え ば、鯨文化 の 代 表的産物 で ある 鯨油

は、ラ ン プの 油や蝋燭な どの 光源 と して利用 され

た 。 ま た激増す る 繊維工 業で 羊毛や 綿布の 洗剤 と

し て 使 用 され た 。ペ ン キ の 原 料 と して も利 用 され

た。鯨鬚 は、当時流行 した コ ル セ ッ トや、杖、櫛、

鞭 、傘 、櫛 、ブ ラ シ な ど に な っ た 。 人 々 の 生活が

豊か に な っ て く る と捕 鯨製 品 の需 要 が さ らに高 ま

っ た
35。ま た 、鯨社 会 にお け る独 自の 文化 も形 成

され た 。代表的産物 と い え ば、ス ク リウム シ ョ ウ

（細 工彫刻） で ある。

　 こ れ ら の 需要 に 伴 い 1820年か ら 1860年 の ハ ワ

イ 諸島の 貿易額 は 、 年 々 増加 して い る
36

。 1843 年

の 輸入 額 は 、223，383．88 ドル で あ っ た が 1858 年

に な る と 、189
，
660．60 ドル と な り約 5 倍増加 し て

い る 。輸出 にお い て は 、 1844 年 は 、 169，641．90

ドル で あ っ た の が 、 1858 年 に は 、787，082．08 ド

ル と 輸入 同様 、約 5 倍増加 して い る 。

　 こ うした ハ ワ イ 諸島 に お ける 貿 易が 増加 して い

く中で 、重 要な 位置 を 占め て い た の が 捕鯨船 と の

取 引 で あ る。以下 の （表 4 ） は 、1846 年 にお け る

ホ ノル ル港で の ハ ワイ 生産物 の 輸 出の 内訳 と取引

金額 で ある 。

（表 4） 1846年の ホ ノル ル港で の輸出の内訳 と金

額
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　 こ の 統 計 か らホ ノル ル 港で の 輸 出 の 取 引額 が 判

る の で あ る が 、捕鯨 船 へ の 供 給 品 の 金 額 は 、

468，　OOO ドル で あ る。全体の 61％ を 占め て い る 。

　次の （表 5 ）は、ハ ワ イ諸 島の 輸入 に関す る も

の だ けで ある が、ア メ リカが 貿易 に お い て 重要な

位置 を示 し て い る 。 下記が 示す よ うに ア メ リカが

最 も多 く、325，　630 ドル で あ る。全 体 の 54％ を 占

め て い る 。当時カ リ フ ォ ル ニ アは 、まだア メ リカ

の 州入 りを果 し て い なか っ た e また コ ロ ン ビア
・

リバ
ー

は 、現 在 の ア メ リカ の
一

部 に あた る
31。こ

の 金額 もア メ リカ との 取 引に入 れ るの で あれ ば、

ア メ リカ が 占め る 割合 は 、全体の 61％に なる 。

（表 5） ホノル ル 港 にお ける諸外 国 との 輸入 金額
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The　Friend，
　January　15，1847

　ハ ワ イ に お い て 捕鯨産 業の 拡 大は 、上 記で 示 し

た よ うに 貿 易等 か ら経済発 展が もた らされ た 。ハ

ワ イ 諸島を 訪 れ た サ ミ ュ エ ル ・ク レ ー メ ン （マ
ー

ク ・ト ゥ エ イ ン ） 38 は 、　 『ハ ワ イか らの 手紙』 の

中で 1840 年代頃 に ハ ワ イ に訪れ た 捕鯨船員 達が

お金 を惜 しみ な くハ ワイ で使用 した こ とを述 べ て

い る 39
。

　 経 済 の 発 展 や 近 代 化 が 進 み ハ ワ イ に活 気 が も

た ら され る 、一方で 、捕鯨は ハ ワ イ社会 に多 く の

問題 をもた らした 。 例え ば、捕鯨船 か らの 脱船者

によ る浮浪者 の 拡大 、船 員に よ る よ っ ば ら い や 暴

動な ど で あ る 40
。 ま た 捕鯨船 員 た ち な ど の 流 入 は 、

ハ ワ イ 先住 民 の 激減 を もた ら した。捕鯨 に お け る

苛 酷 な労 働 か ら逃 亡 す る 者達 が 、ハ ワ イに 定住す

る こ と もあ り、そ の 穴埋 め に ハ ワ イ 人が 多 く捕鯨

船員 に な っ た 41。そ して ハ ワ イ は 、多 く の 人種か

ら成 り立 つ よ う にな っ た 42e ハ ワ イ独 自の 文化が

消え 始め た。
The 　17riend．　January 　15，1847
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2　 1826 年の 米布間の 「取 り決め」

　こ の よ う に 捕鯨船の 到来は 、ハ ワ イ に 多く の 社

会 問題 を もた ら した 。 特 に 漂流 民 と並 ん で 捕鯨船

か ら の 逃 亡者 は 大 き な 問 題 に な っ て い た。 1820

年 に ア メ リカ の モ ン ロ
ー大統領 は 、ア メ リカ 人の

救助や 生 命 ・財産 の 保護 の た め に 、ジ ョ ン ・コ フ

ィ ン
・

ジ ョ
ー ン ズ 43 を、　 「合衆国 の 通 商及 び海運

業者 の 代理 人 （Agent 　of 　the 　United 　States　for

Colnmerce 　and 　Seamen ）」 とい う名 目で ハ ワイ

に 派遣 し た。 こ の 代理 人 は 、領 事 44 と 同 じよ うな

権 限を もっ て い た 45。

　代理 人 が 派 遣 された後 も、捕鯨 船員は 、捕鯨船

や ハ ワイ 王国 に対 して抗議 をす る こ と もあ っ た。

こ れ に 対 して 捕鯨船 の 持 ち主 は、米国政府 に 軍艦

を 派遣す るよ う に訴え たの で あ っ た 46
．

　 当時、海軍省は 、南 米 戦争が 終焉 した ため太 平

洋に 関心 を寄 せ る よ う にな っ て い た。そ こ で 、ハ

ワ イ へ 軍 艦 を派遣す る ため に 、当初 は、太平 洋艦

隊指揮官 で ある ハ ル 提督 （Captain 　Hul ） が 命令

され た。 しか し、ア メ リカ沿岸の 警備の ため に彼

が 行 く こ とが で きな か っ た。そ こで 、1826 年、パ

ー
シ
ー

バ ル 中尉 （Lieutenant 　Percival） の 指 揮の

も とで ア メ リカ軍艦 ドル フ ィ ン 号 （Dolphin ） が

ハ ワイ に 来航 し 3 ヶ 月間滞在 した 。そ の 間に 脱走

船員や 捕鯨船 員を取 り締 ま っ た。そ の 後、今度 は ピ

ー
コ ッ ク号（Sl。op ・

of
−War 　Peacock ）が ドル フ ィ ン

号 同様 に 3 ヶ 月間停泊 した。

　 ピ
ー

コ ッ ク の 船長 トマ ス ・ジ ョ
ーン ズ （Thomas

Jones ） は 、こ の 時は じめて ア メ リカ合 衆国の 代

表 と し て ハ ワ イ王 国 と 「取 り決め 」
47を交わ した 。

こ の 「取 り決め 」は 、第 1条か ら第 8 条か ら な り、

両 国 の 永遠の 平和 と友好関係 を誓 っ て い る。通 商

に 関し て は、ア メ リカ の 船 舶と船 員 と積載物な ど

の 保護や ハ ワ イ の 入 々 と の 自由貿易を謳 っ て い る 。

ま た難破 し た 船の 保護や ア メ リカ 商人 の 法的権利

も認 め た。さ らに第 7 条で は、ア メ リカ船 の 逃亡

者 の 逮捕や 引渡 し に つ い て も規 定 し て い る。

　 こ の 「取 り決 め 」 は ハ ワ イ 王国 に と っ て 外 国政

府 と交 わ した始 め て の 公 的文書で あ る 。そ の 内容

は 、通 商と捕鯨、船員 に 関す る の もの が 主 で あ り、

捕鯨 を 中心 に して ア メ リカ とハ ワイ 王国の 外 交関

係 の 礎 が据 え ら れ た こ とがわ か る。ハ ワ イ王 国 は 、

ア メ リカ と の 関係 に お い て そ の 後 も 「取 り決め 」

を守 りつ づ け た の で あ っ た。

お わ りに

　 19 世紀の ア メ リカ は 、ア メ リカ の 捕鯨産業の

発展 に と もない 、大西洋か ら太平洋 へ と展 開 して

い く時期 で あ っ た 。当 時、商業捕鯨は最盛期 を迎

え て い た の で 、捕鯨船 は 、鯨 を求めて 世界中の 海

へ 航行 して い た。その ため 自国の 海員の 救済や 、

紛争の 解 決や 自国の 商業利益 の 追求 （市場 開拓）

を担 っ た領 事が ア メ リカ船 の 寄港す る 場所で 必要

で あ っ た 。

　 1846 年 にな る とア メ リカ は 、イ ギ リス か ら現在

の オ レ ゴ ン 州 と ワ シ ン ト ン 州 の 一帯 を 得る こ と が

で きた。また 1846 年 に起 っ た メ キ シ コ 戦 争 の 結

果 、カ リフ ォ ル ニ ア を獲得す る こ とが で き た 。 こ

れ に よ りア メ リカ と ハ ワイ の 距離が 縮小 した 。 船

の 日数 に する と 130 日以 上 も距離が 短 くな っ た の

で ある 48。そ の た め太 平 洋 及 びア ジ ア と の 貿 易が

今 ま で 以上 に注 目され る よ う に な っ た 。また 当時

は、マ ニ フ ェ ス ト ・デス テ ィ ニ イ の 時代で あ り．

太平洋 に 関する 関心 が 高 ま っ た時期で あ っ た。さ

らに カ リフ ォ ル ニ アの 金 山 発見 に よ りゴー
ル ドラ

ッ シ ュ が 起 り．そ の 西 の 太平 洋に 存在する ハ ワ イ

諸島を領有 しよ う とす る 機運 も出は じめた の で あ

っ た 49。

　 こ う した 中、1849 年 に ア メ リカ とハ ワイ 王 国

の 間で 正 式 な 米 布友好 通 商航海 条約 50が 締結 され

た。以前の 条約よ り も体系的に ま とま っ て お り全

17 条か ら成 り立 っ て い る 。こ の 条約 は 、通商 に 重

点 が あ る も の の 第 7 条で は、捕鯨船 の ヒ ロ な ど三

港 へ の ア クセ ス 、第 10 条で 捕鯨船 か らの 逃 亡者

の 取 り締 ま り、第 11 条で 漂 流民 の 保護 を扱 うな

ど、1826 年 の 「取 り決め 」 と の 連続性 を示 して い

る。

　 こ う して ア メ リカ は 、他 国よ りも早 くハ ワイ 王

国 との 関係 を強 めて 、ハ ワイ 諸島 を東 ア ジ ア
・太

平洋の 拠点 と して 東ア ジ ア ・太平洋地 域 に展 開 し

て い っ た 。

注
1 捕鯨 産業に 関す る研 究書 は多数存在す るが 、ア

メ リカ 捕鯨史 の み な らず海 事史 を研 究 する 際に ど

の 研 究者 も言及 す る もの と して Alexander

Starbuck ，　History 　of 　th　e　Am 　erican 叨 〜a ノθ

Fishery．（New 　York ：Castle，1989）が あ る 。
Z 「ジ ャ パ ン

・グラ ウ ン ド」 は、 日本の 近海 の 太

平洋 を指す の で はな く、さ ら に そ の 先の 太平洋 を

指す もの で あ り、口本の 海 か らハ ワ イ 諸島の 間 の

広 い 範囲 を指す 。 　 「ジ ャ パ ン ・グ ラ ウ ン ドt を示
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す参照本 として 、例え ば、Brlton　 Cooper　 Busch，
”
ihaling 「Ft’〃　i　 Never　 Do　 for　 Me ： The 肋 erlc 齟

陣
’ha！eman ∫η　thc　Ni

’
neteenth 　Century，　（Kentucky：

The　Univ．　of　Kentucky ，　1994 ）．
3　 当時、ア メ リカ の 領事館は 他の 在外公館 よ りも

多 く の 対 外 活 動 を行 っ て い た。本 国 に連 絡 を と る

ため の 交通 ・通信手段が 未発達 で あ っ たため 、連

絡 に歳 月 を要 して い た 。そ の た め 、領事 は問題の

裁 量をまか され て い た。
4　 1889 年 8 月 に米 国は、ハ ワ イ諸島を併合 した 際

に 、　「テ リ トリー ・オ ブ ・
ハ ワ イ （Territory　of

Hawali ）」 とハ ワ イ諸 島を命名 した 。こ れ か ら 「ハ

ワ イ 」 と い う名前が、一般に使用 され るよ う にな

っ た の で ある 。そ れ 以前の ハ ワ イ諸島は 、イ ギ リ

ス の 船 長 ジ ェ
ー

ム ズ ・ク ッ クが 名 づけた 「サ ン ド

ウ ィ ッ チ 諸島 」と い う名前で
一般に 呼ばれて い た 。

ク ッ ク 船長 は、彼の 後援 者で あ っ た ジ ョ ン ・
マ ン

タ グ （John 　Mantagu
，
　Earl　ofSandwich 　and

First　Lord　of 　the 　Admiralty ）に 敬意 を称 して 「サ

ン ドウ ィ ッ チ 」 の 名前 を付けた の で あ っ た 。
5 ハ ワ イ の 捕鯨産業 に つ い て 参 照 した 論文 、文献

は例 え ば以 下 の も の が あ る 。

Dorsett，　Edward 　Lee ．
“Hawatian 　Whaling

Days ．
”Zhe 　American 　Ne ρtune ，　v ．14，　no ．1，

Jan ．1954．　Pp42 −46 ；Kuykendall，　Ralph　S．　A
History　ofHa 　wabl （New 　York ：The　Macmillan
Company

，
1928）pp ．189−197．；Mu ユhns

，
　Joseph 　G ．

Ha 　waiian 　Journey ．（Honolulu 二Mutual
Publishing　Company ，1978）p38 ；Potter，　Norris
W ．and 　Kasdon 　Lawrence 　M ．冠 4 脚 r 　O ロ r

Island　Sta　teL（Honolulu：The　Bess　Press　Inc．）
pp ．】04 −108．；PurceU 　H ．G ．　Hawah 　and 　the

Whahng 　Fleet．　Nautical　res θarch 　Jb　urnal ，　v ．7，
no ．1／2，　Jan ．1Feb．，1955 ．pp3

−6．；　Simpson
，

Mackinnon ．
“ Hawati’

s　Whaling　Heyday ．
” Aloha

瀲 加 ＆ 屈 跚 ゴ油 ｝Volume 　23．　No6 ．　pp26
−29．；

Simpson　Mackinnon ，　 PVha／e 　song ；　a 　pi
’
ctorial

History 　of 　VZhallng　and 　Ha 　wafr ；（Honolulu ：

Beyond　Words 　Publishing　Co．，1986 ．；Wong ，
Helen 　H ．　and 　Carey ，　Robert　K ．．旋 照 a ガ智丑 の ζal

History．（Hawali ： HQgarth 　Press −Hawah
，
　Inc，

1980 ）pp ．149 −151 ．
6 正 式 名 は 、通 商 と船 員の た め の ア メ リ カ 合衆国

の 代理 人 ＝エ
ー

ジ ェ ン ト （Agent 　of 　the　United
States　f（）r　Commerce 　and 　Seamen ）で ある 。
7　 「明 自な る天 命 」 で あ る。　 国 内の 西方 へ の 領

土 拡張 　 さ ら に そ の 先の 海外 へ の 膨 張 ，西 へ の 拡

大 を 正 当化 した も の 。 こ の 考え は 日本 を 開国 さ せ

た ペ リ
ー

来航 の 背 景 に もな っ て い る 。
8 宇佐 美前掲書　 174 頁。
9 捕鯨船は 、様 々 な役 割 を担 っ て い た 。例 え ば、

輸 送 船 、郵便船 、移 民船 ，奴隷船 、軍船，交易船な

どで あ る 。森 田勝昭 『鯨 と捕鯨 の 文化史』　 （名占

屋 大学出版会　 1994 年） 26 − 32 頁 参照 。

lo　Lance　E　DaVis，　Robert　E　Ganman 　and 　Glter
Karin，　fn．IPursuit　of

’
L θviathan ・’　Technology

，

Institutions
，
　Productivity，　and 　Profits　in

Atneriean 陥 a 万η81816 −1906
， （Chicago：The

Univ．　of 　Chicago　Press，1997）PP26 ，27
11Briton

　Cooper 　Busch ，　MZhaling 肪 il1？〉白ver

Do ／for　Me ’The．Am 　erican 　 VVha丿eman 　in　thθ

Nineteenth 　Century
． （Kentucky ：The 　Univ．　of

Kentucky 　Press ，1994）．
12 捕鯨 員達 の 寄港地 の 様子 に つ い て 詳細 に 描 い

た書 物は た く さん あ る。例 え ば Margaret
Creighton ，　Rite　d・　nd 　Passages ，（New 　York ：

Cambridge 　Univ ．　Press
，
1995 ）　；Elmo 　P．

Hohman ，　TheAmerican 陥 a／eman
，
（New

Jersey ：Kelley
，
1972 ）．また 、当 時の 捕鯨や 捕鯨基

地を描写 した 作 家 も多 い 。例え ば、マ
ー

ク ・トウ

ェ イ ン 、エ ドガー ・
ア ラ ン ・ボー、ハ

ー
マ ン

・
メ

ル ヴ ィ ルな ど。
13 今 日ア メ リカ の 外交 を担 っ て い る の は 国務省

で あ る 。国務 省 の 外 交活 動 は 、通常 、在外 の 領事

館 、大使館 、公使館、特別 使 節団 な どを通 じ て 行

われ て い る 。

こ れ ま で の ア メ リカ外 交史 の 研 究 で は 、国 務 省 や

大使館 な ど の 役割は注 目されて も領事館 に つ い て

はあ ま り分 析され て こ な か っ た 。しか し実際 に は

領事館 も同様 に 対外関 係 にはか かせ な い 機関 で あ

っ た 。

大使 よ り も領事 の 歴 史は古 く、約 2000 年以 上 も

さ か の ぼ る こ と が で き る。現在 と類似 した 領事館

の 仕事が すで に 紀元 前の エ ジ プ トに 存在 し て い た。

大使 に 任 命 され た ほ とん ど の 人 は上 級 ク ラ ス 、専

門家 、裕福な家柄の 出身者 で あ る 場合が 多 い （宮

廷 外 交 を担 う） 。一
方領事 に任命 され た 人 は 、貿

易商 人 や 通 商 と 関 わ りの あ る 家柄の 出身 者 も しく

は現地 で 雇わ れ た 人 （商人領事）で ある 。 領事 は

主 に 通 商利益 の 拡大や 自国 民 の救 済 ・保 護 に 関わ

り、個 人 の 常識 や勘で 地域 の 出来事 に 対処 して い

た。給料が 支払 われ な い 場 合 も あ っ た が 、大使 よ

りも領事は 、地 域に 密接 に 関わ る任務 を遂行 して

い た 。 19 世 紀を通 して 大 使 よ りも領事 の ほ うが 、

圧 倒的 に 数が多 く、また年 々 増加 し て い た 。
14Kennedy ，　p　104 と加藤前掲書 242 頁 よ り作成 。

これ に よ りア ジ ア
・太平 洋 にお い て 1800 年代前

半に領事館が急 速に設置 され て い っ た こ と が分か

る。
15日本 の 開国期に は 、東 ア ジ ア ・太平洋が 主 な 捕

鯨漁場 と な っ て い た の で 、 こ の 地域 に 次 々 と領事

館 が 設 置 され た 。1856 年、日本で 最初の ア メ リカ

総領 事館 の 開設 は、 こ う した ア メ リカの 東 ア ジ

ア ・太 平 洋 地域 へ の 展 開過程の ひ と つ の こ ま に 過

ぎなか っ た 。
16 当時 の ア メ リ カ領事館 が設 置 さ れ た 場 所 で あ る 。
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こ の 地 図か ら当時ア メ リカ領事 館が 設 置 された場

所が、 ヨー
ロ ッ パ 、西 イ ン ド諸 島に 集 中 して い る

こ と が 分か る 。ア メ リカ の 外交や 貿易 取 引 は主 に

大西洋 地 域 を 中心 に 行わ れ て い た。
一方 こ の 頃 ヨ

ー
ロ ッ パ 諸国は 、南 ・東南ア ジアや

南ア メ リカ に貿易 の 拠点 を置 くよ うにな っ て い た

が 、1790 年代独立後 ま もない ア メ リカ は 、東 ア ジ

ア
・太平洋 ま で に勢 力 を展開で き る 時期で はなか

っ た 。し か し な が ら、東 ア ジア ・太平洋 に領事館

がなか っ たわ けで は な く、清の 広州 （現在 の 広東

省） とイ ン ドの カ ル カ ッ タ に設 置 され て い た。
17 この よ う にア メ リカが 東ア ジ ア ・太平洋 に領 事

館 を設置す る 過程の 中で 、日本の 領事館 も 1856

年に 設置され た 。ア メ リカが 東 ア ジ ア ・太 平洋 の

国 々 と締結 した 条約、例 え ばア メ リカ と シ ャ ム と

の 通 商条約や 米清望厦条約 な どと 同様 、神 奈川 条

約 （日米 和親条約） の 中に は 、船員や 漂流民 の 救

助、必 要物 資の 供 給の 規定や領事館 の 設 置 に 関す

る規定がある e また 、ア メ リカ最初 の 日 本 駐 箚 総

領事で あ るタ ウ ンゼ ン ト ・ハ リス （Townsend

Harris） は 、 他 の ア ジ ア ・太平 洋地域 に 多数存在

した領事 と同様 に商 人 出 身で ある 。 ハ リ ス は、ア

ジ ア貿易か ら利益 を得 る こ と を推 奨 し積極的 に 日

本 と の 貿易 を推進 した 人物で あ っ た 。

18 太平洋文庫 『大洋州 （New 　Oceania）』 （パ シ

フ ィ ッ ク ・オ リ
ーブ社、1982 年）92 頁参照。

19Ralph 　S．　KuykendaU ．　A 　History　ofUa 　waii ：

Pre ρared 　under 　the 【direction　ofthe　Historica／
Commission 　ofth θ Temitory 　ofHa 　wail （New

York ：The 　Macmillan 　Company ，
1928 ）pp49 ，50

20 齋藤 千春 「ハ ワイに お ける変革の 時代 に つ い て

一カ メ ハ メハ
ー

世の 生 涯か らハ ワイ 文化革命 と

Woman 　Liveの 時代へ 」

http：〃www ．2．dwc ．doshisha ．ac ．jp／agotorsp ＿index

．Mes ！v3 ＿saito −chiharu ．htm 　 6 頁
21Captain 　James 　Cook 。1728 年、10 月 27 日に

マ
ー トンイ ン ク リ

ーブ ラン ド

　（Matron ・in−Cleveland） の ヨ
ー

ク シ ョ ア

（Yorkshire）で 誕 生。彼 は、国王 ジ ョ
ージ 3 世（King

George 　III）の 新 し い 冒険、新 し い 科 学的発見 そ し

て 領土 拡大 と い う希望 を叶え るため に航 海に でか

け た e3 回 の 航海の うち に、南太 平 洋 の 発 見、南

極大陸の 発見 、世界
一

周 な どを成 し遂 げて い る 。

彼 は 、世界 中で 最 も偉大 な航海長 で あ り 、 探検家

の うち の
一

人 で あ る と して 有 名 で あ る。
22 キ ャ プテ ン ク ッ ク の 3 回 目 の 航 海 の 時で あ る 。

3 回 目の 航海の 目的 は 、太 平洋 か ら大西 洋 へ とつ

な が る 北西航 路 （a　Northwest 　Passage ） の 発見

の ため の も の で あっ た。1776 年 7 月 12 日 に 英国

の プ リ マ ス を出帆 し，ケ
ープタ ウ ン （Cape 　Town ）

を経 由 し て 、ニ ュ
ー一ジ ーラ ン ド（New 　Zealand ）、

ソサ エ テ ィ
・アイ ラ ン ド（the　Society　lslands）（タ

ヒ チ Tahiti）諸島 に繰 出 し た 。 1 年か けて 調 査 を

し、そ の 後 1777 年 12 月 に ア メ リカ の 北方 へ 向か

うた め に タ ヒ チの ボラ ボラ島（Bora 　Bora）を出帆

した。 12 月 24 日 には ク リ ス マ ス 島（Christmas

Island）を発見 して い る 。 そ し て つ い に 、1778 年 1

月 半ば に 島が あ る合 図 とな る カメや 鳥が 見え て 、

1 月 18 日にハ ワイ 諸 島の 発見 とな っ た の で あ る。
23 ハ ワイ の 伝説に よ る と、他 の 外 国 人が ハ ワ イ諸

島に 到着 した と い う こ とで ある 。 ス ペ イ ン の 冒険

家ジ ュ ア ン ・ガ ェ ダー
（Juan 　Gaetano）が 1555

年 に 発見 した か も しれ な い と い う こ と で ある が 、

証拠は な い の で ある。

Richard 　A ．　Wisniewski ，　The。Rise　and 　Fall　of

the　Ha 　waiian 　Kl
’
ngdom ’A 　Pictorial　History

，

（Honolulu ：Pacific　Basin　Enterprises　l979 ）p ．5
24齋藤前掲論文、7〜9 頁
251795 年時 に 統

一
で きた の は 、ハ ワ イ 島、マ ウ

イ 島、ラナイ 島、モ ロ カ イ島 と オ ア フ 島で あ っ た 。

1810 年 にな る とカ ウア イ 島の 王 と条 約 を交わ し、

こ れ に よ り ハ ワ イ王 国は 、ハ ワイ 諸島を全 統
一

し

た こ と にな っ た 。
26 当時 ビ ャ クダン （白檀） は、家具 や扇子 に 加 工

生産 され た の で あ っ た e

27 初期の貿 易は、ア メ リカの 貿易商 人 とハ ワイ 諸

島の 首 長 と の 間で 取引 された 。
28 齋藤前掲論文、8 頁
29 こ れ ら の 数 に は、同 じ船が重 複 して い る 場合も

あ る。太平洋で 鯨が 捕獲で き る時期は、年 に 2 回

あ っ た 。そ の ため 同捕鯨船が捕鯨漁場 の 行き 帰 り

で 4 度寄港 した こ と も考え られ る。
30 ホ ノル ル で 刊行 され た 週刊 紙
31 現 在 の ドイ ッ北部、ヴ ェ

ーザー
川下 流と エ ル ベ

川 ド流の 間 に あ っ た公 国

32Golda 　Pauhne 　Moore，　Ha 　wai ）
’
　during　the

PVha！ing　Era ：1820 ’1860
， （Honolulu ：The

Degree　of　M ．A ．　Thesis　of 　the　University　of

Hawali ，1934 ）p．28 を参 照。注 と して 、1845 年

の 1 月 に発行 した 『ザ ・
フ レ ン ド』 紙 に は、1844

年 の 捕鯨船 は 353 隻で あ っ た と記 され て い る とし

て い る 。
33 大 隈 清治監修 rビジ ュ ア ル 博物館 　鯨』　（同朋

舎出版 　1988 年）には 、鯨 の 鬚や 鯨製品が 鮮明に

描か れ て い る。
34 白檀 の 取 引で 1820 年代 に リホ リホ と い う酋長

が 5 万 ドル もす る ヨ ッ トを購入 した と 伝 え ら れ て

い る 。白檀 の 取 引で か な りの 利 益 が あ っ た が 、白

檀伐採の た め 、産地 の 山腹 は、裸 地に な っ た 。

太 平 洋文庫編前掲書 、92 ，93 頁
35 都築博子 「1g 世紀 の ア メ リカ捕鯨 とア ジア 太

平洋 」　 （『大学院論集第 11 号 』 日本 大学大学院

国 際 関係 研 究科 2001 年） 157〜173 頁

36
ハ ワ イ 王 国 の 歳入 は主 に 輸入 貨物に課 した 関

税 と 船の 所有者 か ら得 る入 港税 に よ っ て 得て い た e

　『ザ ・ポ リネ シ ア ン 』 （第 15 巻 　第 38 弓
』
） 1859
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年 1 月 22 口付 によ る と、貿易 か ら得 られた利益

は 、1858 年 に 、116，138．28 ドル で あ っ た 。

3T コ ロ ン ビ ア ・リバ
ー

は 、現在 の ア メ リカ の 7 つ

の 州 、オ レゴ ン、ワシ ン トン、ア イ ダホ、ワ シ ン

トン 、モ ン タナ、ネバ ダ、ワ イオ ミ 、そ して ユ タ

の 州 そ して カ ナ ダの 259，000 ス ク エ ア
ーマ イ ル の

流域を流れ て い る 。

38 本名 Samuel 　Langhorne 　Clemens （Mark

Twain）マ
ー

ク
・トゥ エ イ ン は ，1866 年 3 月か ら

7 月 ま で 、カ リ フ ォ ル ニ ア州 の サ ク ラ メ ン ト

（Sacramento ） の 新聞 『デイ リ
ー

ユ ニ オ ン

（DAIRY 　UNION ）』 の ホ ノ ル ル 移動特派員 とし て

ハ ワ イ諸島 に滞在 して い た e

39 マ
ー

ク
・トウ ェ イ ン （吉岡栄 一、佐 野守 男、安

岡真訳〉 『マ
ー

ク ・ト ゥ ェ ィ ン コ レ ク シ ョ ン　 15

ハ ワ イ 通 信 （z♂θ雄 θ∬ 伽 刀7Haw8ii ） 』　 （彩流社

2000 年） に よ る と、　 「船 乗 りた ち は出 港 ま え に 、

い っ も あ り金 をぜん ぶ 使い はた し て し まう 。 咋年 、

彼 らが こ こ に落 と した 金 は十五 万 ドル で あ り、今

年 の 船 団が 戻 っ て くれ ば、紛れ もな く 二 倍の 金 を

使 っ て くれ る こ と で あ ろ う。十五 年か 二 十 年 まえ

の 最盛 期に は 、大漁の あ と に こ この 港 に入 港 し、

百 五十 万 ドル も の 大金 を惜 しげもな く使 っ て くれ

た もの で ある 。当時、捕鯨船 の 大船団 は こ こ で 、
一

年間分 の 艤装や 食料補給や 乗 務員の 募集 も行 っ

て い た 。捕鯨か らあが る利益 は、鯨油や鯨骨の 長

期 に わ たる 高値 に 刺激 され て 、い まや 着実 に伸び

つ づ け 、…　 か つ て の 捕鯨業の 全 盛時代 に は
…

そ の うち三 分 の 二 は こ こ の 市場で 補給 した た

め 、 …　　 ホ ノ ル ル は 百 万 ドル 以 上 の もう け とな

っ た。」 とあ る。
4° 例 え ば、 1852 年 の 暴動で ある 。バ

ー
ン ズ と い

う 捕鯨 船 員 が酔 っ 払 い っ て 同僚 と
…緒 に 留置所 に

拘留 さ れ た 。彼 ら が留置 所で も騒 い だ の で 巡 察 官

が 、バ ーン ズの 頭 を棒で た た い たで あ っ た。バ ー

ン ズは 、そ の 2，3 時 間後 に 亡 く な っ た 。 そ の 抗 議

の た め に 船員達 の 大群 が 酔 っ 払 い な が ら、手 に棒

を も っ て 町 じ ゅ うを歩 い た。そ し て 警 官を 追 い 出

し、家具 を破壊 し、火 を放 っ た 。そ の 家は 全焼 し

た 。 夜 に な る と また船 員達 は、町 中 を 荒 ら した。

こ の よ うな 暴 動 は 捕鯨 時代 に い つ も起 っ て い た の

で あ っ と言わ れ て い る 。

国友 忠 夫 訳 『ハ ワ イ 史』　 （三 省堂 　 1943 年）

213 ，214 頁 、Mrantz，　MaXine．　PVbaJing　Days 　in

o ／d∫Ha 　waii ．（Honolulu ：Aloha 　Graphics　and
Sales

，
1976 ）pp28

−31 な どを参 照。
41 ハ ワ イ の 先住民達 は、捕鯨船 上 で の 仕 事 が ど の

よ う な もの か 知 っ て い た と して も、彼 らは そ の 仕

事に 従事 した 。捕鯨船 長は 勤勉 な ハ ワ イ の 先 住民

を喜 ん で 雇 っ た 。先住 民 が 他国 に 移住 し て しま っ

て 二 度 とハ ワ イ諸島 に帰 っ て こ な い 場 合 も あ っ た 。

ハ ワ イ を 去 っ て しま っ た ハ ワ イ 人 の 数 を把 握 す る

事 は不 可能 で あ る 。 しか し正 式な発 表 に よ る と 、

1845年 651 人 、 1846 年 534 人 、1847 年 659 人

で あ る と して い る 。また 、1846 年の 内務大 臣 の 発

表 を 引用 し、絶 え ず太平洋を航行 し て い る ハ ワ イ

人 は 、3000 人 を くだ り、30 歳か ら 50 歳 まで の 男

子 の 5 分 の 1 が太平洋内 に い る か ハ ワ イ 諸島以外

に い る 。　 （国友 前掲 書、217
，
218 頁参照）

働 き盛 りの 男性 が ハ ワイ で不 足 とな っ た。そ の こ

とが ハ ワ ・
イ に お い て 深刻な問題 に な っ た 。 そ れ を

対処す るた め に、ハ ワイ 王 国 は 法律 を発 した 。最

初 に船長が ハ ワイ 人 を雇 う際 に は 、そ の 島の 知事

か ら許可 を得 る こ と 。 次 に保証金 を置 い て い く こ

と。そ して そ の住 民 を 2年以 内に帰 島させ る こ と、

で あ っ た 。 しか し実際は 守 られ な い 場合が 多か っ

た 。

42 ハ ワイ に お ける 労働 力を、反 対 に ハ ワ イ に 定住

した外 国の 捕鯨 船員な どが 担 っ て い た場 合 も あ っ

た。
43John 　Coffin　Jones 。彼 は ハ ワ イ諸 島 を何 度 も訪

れ て い る貿易 商 人で 、ハ ワイ やハ ワイ語 を熟知 し

て い た。
44 領事 に つ い て詳 細 に 書か れた文献 は 、Charles
Stuart　Kennedy ，　TheAmerican 　Consu1 ’A
History　ofth θ Um

’
ted 　States　Consular　Serva

’
ce ，

1776 −1914
， （Westport ，　Greenwood ，1990）が あ る 。

45 領事 はお も に通 商利益の 拡大 や 自国民 の 救

済 ・保護 の 関わ り、地 域 の 出来事 に臨機応 変 に対

処 して い た の で あ っ た 。
46 国友 前掲書 140，141 頁
47Articles

　of 　arrangement 　signed 　at　Honolulu
December 　23 ，1826 　Entered 　into　force
December 　23

，
1826

Articles　of 　arrangement 　made 　and 　concluded

at 　Oahu 　between 　Thomas 　ap 　Catesby　Jones
appointed 　by　the　United　States，　of 　the　one 　part ，
and 　Kauikeaoui

，
　King 　of 　the 　Sandwich 　Islands

，

and 　his　Guardians ，　on 　the 　other 　part．
http：〃www ．hawaii −

nation ．org ！treaty 　1826．html
481844 年 の 5 月の 『ザ ・フ レ ン ド』紙 によ る と、

船 で運搬する の にニ ュ
ーヨ ークか らホノルル まで

146 日間、ポス トン か らホ ノル ル ま で 153 日間 、

か か る と して い る。カ リ フ ォ ル ニ アか らホ ノルル

ま で は、平均 20 日間で あ り、ア メ リカ の 東 海岸

か ら比 べ る と西 海岸 か らの が 126 日間か ら 133 日

間 も早 くハ ワイ諸島 に つ く こ とが で き るよ うにな

っ た。
49 国 友 前掲 書、204 頁
50Treaty

　signed 　at 　Washington　December　20，
1849 ．．．Entered 　into　force　August 　24，1850
The 　United　States　of 　America 　and 　His　Majesty
the 　King 　of 　the　Hawaiian　Islands＿ have
agreed 　to　enter 　into　negotiations 　for　the
conclusion 　of 　a　treaty　of 　Friendship

，
　Commerce

and 　Navigation，、t．t

http；〃www ．hawati −
nation ．org ／treaty 　1849．html
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